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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

4/25現在

父島 

100/100 

母島  

100/100 

３月気象状況（父島）

最高気温   24.5℃ 

最低気温   12.7℃ 

平均気温   18.9℃ 

平均湿度   70％ 

月降水量   126mm

住民基本台帳登録者数（４/１） 

            2,320人 

             父島      母島   

   人口     1,882人   438人 

  世帯数    1,011     236 

短期滞在者       38人      17人 

ＮＯ．４９７ 

平成17年(2005) 

５/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

小笠原エコツーリズム協議会の発足 
  
小笠原村では、全村的にエコツーリズムを推進していくために、村 

内の幅広い団体・機関に参画していただき、４月１６日に「小笠原エ 

コツーリズム協議会」を発足させました。 

同日開催された第１回協議会では、会長に 森下 一男 委員(村長)、 

副会長に 鯰江 満 委員(商工会長)が選任されたほか、協議会の本年度 

協議事項、４つの部会の設置などが決まりました。 

協議会の議事概要については、今後、ホームページ上で公開していく 

予定です。 

次回の協議会は７月ごろを予定しています。 
 

【協議会の設置目的】 
協議会は、小笠原の自然環境や歴史文化に親しむ機会の提供、地域資源の保全と適正な管理、および地 
域振興への貢献を同時に実現する小笠原ならではのエコツーリズムを確立し、地域全体の合意形成のもと 
にこれを推進することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 産業観光課 ２－３１１４ 

◎小笠原エコツーリズム協議会構成機関・委員 

構  成  機  関  名 職 名（委員） 氏 名 

小笠原村商工会 会長 鯰  江  満 

小笠原村観光協会 会長 森 下 秀 夫 

小笠原母島観光協会 会長 山  崎  止 

小笠原ホエールウォッチング協会 会長 筒 井 秀 法 

東京島しょ農業協同組合 小笠原父島支店企画総務課長 鶉 橋 克 己 

小笠原島漁業協同組合 代表理事組合長 菊 池 勝 貴 

小笠原母島漁業協同組合 代表理事組合長 佐々木 幸美 

小笠原海運株式会社 父島営業所長 宮 崎 昭 彦 

ＮＰＯ法人小笠原野生生物研究会 会長 安 井 隆 弥 

ＮＰＯ法人小笠原自然文化研究所 理事長 堀 越 和 夫 

小笠原自然観察指導員連絡会 会長 宮 川 典 継 

ＮＰＯ法人日本ウミガメ協議会 小笠原海洋センター所長 山口 真名美 

環境省小笠原自然保護官事務所 上席自然保護官 中 山 隆 治 

国土交通省小笠原総合事務所 所長 多 田 正 巳 

東京都小笠原支庁 支庁長 坂 東 雅 樹 

小笠原村 村長 森 下 一 男 
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硫
黄
島
訪
島
事
業
の
参
加
者
募
集 

 
小
笠
原
村
で
は
、
平
成
７
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
理
解
す

る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
硫
黄
島
訪
島
事
業
へ
の
一
般

住
民
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

な
お
、
募
集
人
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成
12
年
度
以
降
に
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に

参
加
さ
れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の

場
合
は
、
村
で
の
在
住
年
数
の
長
い
方
を
優
先
し
、

そ
の
後
、
年
齢
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
日
程
】 

６
月
16
日
（
木
）
午
後
９
時 

父
島
発 

17
日
（
金
）
早
朝 

 
 

硫
黄
島
着 

上
陸
後 

 

慰
霊
祭 

午
後
１
時 

島
内
視
察 

18
日
（
土
）
午
前
８
時 

島
内
視
察 

午
後
５
時 

硫
黄
島
発 

19
日
（
日
）
早
朝 

 
 

父
島
着 

※
日
程
に
つ
い
て
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
必
ず

日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
移
動
】
お
が
さ
わ
ら
丸
（
父
島
～
硫
黄
島
） 

※
母
島
か
ら
参
加
の
方
は
、
15
日
の
定
期
便
は
は

じ
ま
丸
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
19
日
の
帰
り
便

は
、
各
自
の
負
担
で
す
。 

【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方

で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
の
健
康
管

理
が
で
き
る
方
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

【
申
込
期
間
】
５
月
９
日
（月
）
～
13
日
（金
） 

【
申
込
窓
口
】
総
務
課
、
母
島
支
所 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
費
用
】
３
万
円 

（食
費
６
食
分
含
む
） 

※
参
加
決
定
後
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、

５
月
11
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集 

 
日
本
赤
十
字
社
は
全
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進
を

目
的
と
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
社
費
を
元

に
、
世
界
の
各
地
で
紛
争
に
苦
し
む
人
々
や
頻
発
す

る
災
害
の
被
災
者
に
救
援
活
動
を
行
な
う
団
体
で
す
。 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
社

費
の
募
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》 

村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸

訪
問
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
支
庁
、
村

役
場
窓
口
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

《
母
島
》 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場
母

島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

街
並
み
景
観
を
考
え
る
会
の
開
催 

 

今
回
は
、
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（案
）の
検
討
と
し

て
、「
南
の
島
ら
し
い
演
出
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。 

小
笠
原
の
自
然
要
素
を
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
性
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
て
実
物
の
看
板
へ
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
意
見
を
街
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
５
月
13
日
（金
）
午
後
７
時
～ 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

軽
自
動
車
税
と
納
期 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
（賦
課
期

日
）現
在
の
軽
自
動
車
等
（原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪

の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
に
、
年

税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

平
成
17
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
て

い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
11

日
に
発
送
の
予
定
で
す 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

に
よ
る
巡
回
相
談 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害

を
持
つ
方
の
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
相
談
を
行
う
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
相
談
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
５
月
10
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、会
場
ま
で
来
場
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

ご
自
宅
へ
の
訪
問
相
談
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
訪
問

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

５
月
19
日
（木
）
午
後
２
時
～
５
時 

20
日
（金
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
21
日
（土
）
午
前
11
時
～
正
午 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

村
営
バ
ス  

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
中
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
５
月
１
日
（日
）～
５
日
（木
）に
か

け
て
、日
曜
・
祝
日
も
平
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
５
月
29
日(

日)

ま
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、「
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
中

で
す
。
休
日
（
土
・
日
・
祝
日
）
に
は
、
大
人
１
０

０
円
・
小
人
50
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。 

休
日
に
は
、ぜ
ひ
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 



  NO．497    平成 17（2005）年 5月 1日（日）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

 
                                       

                                        

                                

ゴ
ミ
の
出
し
方 

（
金
属
類
、
有
害
物
・
危
険
物
） 

 

【
金
属
類
】 

 
 

金
属
類
は
緑
色
の
カ
ゴ
に
袋
か
ら
出
し
て
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
可
能
な
限
り
金
属
部
分
と

そ
の
他
の
部
分
を
分
別
し
て
、
金
属
部
分
の
み
を

カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

金
属
類
で
出
せ
る
物
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

○
な
べ
、
や
か
ん
な
ど
の
調
理
器
具
、
家
庭
用
ガ

ス
台
コ
ン
ロ 

○
傘 

○
缶
詰
・
ク
ッ
キ
ー
の
缶
な
ど
飲
料
缶
以
外
の
缶 

○
ス
プ
レ
ー
缶
・
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
（
必

ず
使
い
切
っ
て
か
ら
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
） 

○
金
属
製
キ
ャ
ッ
プ 

○
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル 

○
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
時
計
等
、
カ
ゴ
に
入
る
程
度

の
大
き
さ
の
家
電
製
品
等 

 

缶
詰
缶
を
出
す
と
き
は
、
中
身
を
必
ず
空
に
、

汚
れ
て
い
る
物
は
軽
く
洗
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
中
身
入
り
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
状
態
の
物
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
等
の
飲
み
終
わ
っ

た
空
き
缶
は
軽
く
洗
っ
て
か
ら
黄
色
の
カ
ゴ
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。 

不
明
な
点
は
、
事
前
に
村
役
場
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
有
害
物
・
危
険
物
】 

 
 

有
害
物
・
危
険
物
は
袋
か
ら
出
し
て
赤
色
の
カ

ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

有
害
物
・
危
険
物
で
出
せ
る
物
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

○
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー 

○
ハ
サ
ミ
・
ナ
イ
フ
・
包
丁
（
刃
物
は
紙
で
包
ん

で
出
し
て
く
だ
さ
い
） 

○
体
温
計
、
温
度
計 

 

 産業祭「第５回パッションフルーツ祭」 
 
今年もパッションフルーツのＰＲ・品質向上を目的として、産業祭「第５回パッションフルーツ祭」を開催い

たします。会場では小笠原の特産品であるパッションフルーツの品評会選考結果の発表や試食・即売を始め、

郷土芸能の披露等を行います。 
今回はさらに皆様にお楽しみいただけるように、様々な催し物を行います。皆様、お気軽にご参加ください。 
なお、イベントのプログラムについては次号の村民だよりでお知らせいたします。 
※当日のパッションフルーツの販売は多くの皆様にお買い求めいただけるように、販売個数の制限を行う予定

です。予めご了承ください。 
 
【日時】６月１１日（土）午後５時３０分～ 
【場所】父島大神山公園お祭り広場 
（※荒天時は、二見港船客待合所） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●申込み・問合せ先 小笠原村産業活性化対策協議会（産業観光課内）２‐３１１４ 

 

★飲食店募集★ 
 
【内容】パッション祭に出店する飲食店を募集します。（観光協会美味しい会や商工会女性部 
などの主催者側では有料の試食コーナーを出展しますので、ご承知おきください） 

【募集店数】８店 
【募集期間】５月９日～５月２０日まで（定員に達ししだい受付終了） 
※料理の内容によっては野外のイベントの関係で出店できない可能性もありますので、事前に 
お問い合せください。 

 
★ボランティア募集★ 
 
村民全体で作っていくお祭りとして、当日のボランティアスタッフを募集します。 
皆様のご応募お待ちしております。 
【募集期間】５月９日～当日まで 
 

★コンテスト出場者募集★ 

◎元気な島っ子は誰だ！コンテスト 
 

【内  容】小学生未満部門・小学生部門を設けて、ステージ上で大声

などの元気さを競います。 
【募集人数】各部門先着１０名まで 
【応募期間】５月９日～当日まで（定員に達ししだい受付終了） 
【賞  品】各部門優勝者にパッション１ケース 
 
◎パッション娘・Mrパッションコンテスト 
 

【内  容】年齢を問わずパッションフルーツのイメージに相応しい 
      方を選考します。 
【募集人数】男女とも先着１０名まで。 
【応募期間】５月９日～５月３１日（定員に達ししだい受付終了） 
【賞  品】各優勝者にパッション１ケース 
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○
蛍
光
灯
、
電
球
（
新
し
い
物
が
入
っ
て
い
た 

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
） 

 
割
れ
ガ
ラ
ス
・
鏡
・
瀬
戸
物
・
コ
ッ
プ
等
は
「
空

き
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
回
収
日
に
割
れ
物

と
表
示
し
て
青
色
の
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

不
明
な
点
は
、
事
前
に
村
役
場
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
日
程
】
６
月
４
日
（土
）、
５
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
申
込
期
間
】
５
月
２
日
（月
）～
27
日
（金
） 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て 

 

平
成
16
年
度
よ
り
、
小
笠
原
村
浄
化
槽
条
例
に
基

づ
き
、
浄
化
槽
の
設
置
お
よ
び
維
持
管
理
を
村
が
行

う
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

扇
浦
、
小
曲
方
面
に
住
宅
な
ど
を
建
設
予
定
の
方

ま
た
は
計
画
が
あ
る
方
は
早
め
に
村
役
場
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

既
設
の
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
維
持
管
理
を
含
め
た

村
へ
の
移
管
を
順
次
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
６ 

第
58
回
東
京
都
島
嶼
青
年
大
会 

 

【
趣
旨
】
離
島
と
い
う
同
一
条
件
下
に
生
活
す
る
青

年
た
ち
が
、
共
通
の
問
題
を
抱
え
る
者
と
し
て

団
体
活
動
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深
め
、
お
互

い
の
交
流
の
中
か
ら
次
代
の
郷
土
を
担
い
発
展

さ
せ
て
い
く
一
員
と
し
て
自
覚
を
促
す
。 

【
参
加
資
格
】
島
嶼
在
住
の
青
年 

【
日
程
】
５
月
21
日
（土
）～
22
日
（日
） 

【
場
所
】
青
ヶ
島
村 

【
内
容
】
青
ヶ
島
で
の
体
験
を
通
じ
た
交
流 

【
費
用
】
２
千
円
（朝
・
昼
食
代
と
し
て
） 

【
参
加
形
態
】 

《
一
般
》 

東
京
～
青
ヶ
島
間
の
片
道
交
通
費
を
青
ヶ
島

青
年
団
が
負
担 
《
来
賓
》 
交
通
費
・
宿
泊
費
を
各
島
の
分
担
金
か
ら
負

担
（懇
親
会
で
各
島
の
郷
土
芸
能
な
ど
を
披
露

し
て
い
た
だ
け
る
方
。
２
名
程
度
） 

 

【
申
込
期
限
】
５
月
９
日
（
月
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
４
月
18
日
～
29
日 

 

○
小
笠
原
観
光
イ
ベ
ン
ト
参
加 

○
大
島
町
町
制
50
周
年
記
念
式
典
参
加 

○
行
政
視
察 

○
東
京
都
関
係
機
関
打
合
せ 

な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】
５
月
１
日
付 

村
民
課
付
（保
健
師
） 

高
橋 

千
春 

                                       

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
５
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
５
月
16
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

自
動
車
税
と
そ
の
納
期 

 

自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
は
、毎
年
４
月
１
日（
賦

課
期
日
）
現
在
、
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
な

ど
で
所
有
権
が
売
主
な
ど
に
あ
る
場
合
は
使
用
者
）

と
し
て
、
自
動
車
検
査
証
（車
検
証
）に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
、
新
規
登
録
時
及
び
他
道
府
県
転
入
時
に
自

動
車
の
所
有
者
（割
賦
販
売
な
ど
で
所
有
権
が
売
主

な
ど
に
あ
る
場
合
は
使
用
者
）と
し
て
、自
動
車
検
査

証
（車
検
証
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

４
月
１
日
以
降
に
自
動
車
を
廃
車
し
た
場
合
は
、

廃
車
し
た
月
ま
で
の
月
割
り
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
譲
渡
に
よ
り
他
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
登
録
が
行
わ
れ
た
月
ま
で
の

月
割
り
で
課
税
さ
れ
ま
す
（
平
成
18
年
３
月
31
日

ま
で
適
用
）。譲
渡
に
よ
り
引
き
続
き
都
内
の
ナ
ン
バ

ー
で
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
４
月
１
日
現
在
の

納
税
義
務
者
に
、
１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

子供の日の集い (母島) 
 

５月３日（火） 

午前１０時～正午 

母島小中学校 
   （雨天の場合は小中学校体育館） 

 

●問合せ先 母島支所 ３－２１１１ 

こ ど も ま つ り （父島） 
 

５月３日（火） 

午前１０時～正午 

おまつり広場 
（雨天の場合は小中学校体育館）

 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９
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自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
２
日
に
自
動

車
税
総
合
事
務
所
よ
り
発
送
の
予
定
で
す
。 
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。 
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の 
貸
付
利
率
改
正 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率
が
４

月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

変
更
後
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

※
変
更
前
に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資

金
の
利
率
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

         

小
笠
原
島
か
る
た
（仮
称
）を
作
り
ま
す 

 

島
か
る
た
製
作
委
員
会
で
は
「小
笠
原
島
か
る
た

（
仮
称
）
」の
制
作
に
向
け
て
、
現
在
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。 

小
笠
原
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
小
笠
原
の
魅
力
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

か
る
た
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
、
か
る
た
（読
み
札
）の

募
集
に
つ
い
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

島
か
る
た
制
作
委
員
会
（
小
笠
原
村
商
工
会
内
） 

２
―
２
６
６
６  

高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
（初
級
） 

 

【
対
象
者
】
18
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方 

【
日
程
・
内
容
】 

 

① 

５
月
24
日
（火
）
タ
イ
ピ
ン
グ
の
仕
方 

 

② 

５
月
31
日
（火
）
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
使
い
方
１ 

 

③ 

６
月 

７     

日
（火
）
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
使
い
方
２ 

 

④ 

６
月
14
日
（火
）
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
使
い
方
１ 

 

⑤ 

６
月
21
日
（火
）
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
使
い
方
２ 

⑥ 

６
月
28
日
（火
）
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
の
使
い
方 

⑦ 

７
月
12
日
（火
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方 

【
時
間
】
午
後
６
時
～
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校 

【
定
員
】
20
名
（
応
募
順
） 

【
費
用
】
１
５
０
０
円 

【
申
込
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
５
月
16
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６
（Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
４
１
） 

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
講
習 

  

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
講
習
を
行
な
い
ま
す
。 

免
許
証
の
有
効
期
間
が
、
母
島
は
平
成
18
年
８
月

12
日
ま
で
の
方
、
父
島
は
平
成
18
年
８
月
13
日
ま

で
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

有
効
期
間
満
了
日
が
講
習
日
以
前
の
方
に
は
失
効

講
習
を
行
な
い
ま
す
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
13
日
（金
）
午
後
０
時
30
分
～ 

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所
大
広
間 

 

《
申
請
期
限
》
５
月
６
日
（金
） 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
14
日
（土
）
午
後
５
時
30
分
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

《
申
請
期
限
》
５
月
10
日
（火
） 

 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

○
申
込
書
（海
技
免
状
） 

○
写
真
２
枚
（縦
４
・５
㎝
×
横
３
・５
㎝
） 

○
住
民
票
（本
籍
記
載
の
も
の
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島 

小
笠
原
マ
リ
ン
（株
） 

２
―
２
９
１
７ 

 
 

母
島 

小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合 

３
―
２
３
１
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
。）。 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
19
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
20
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
に 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す 

  

お
が
さ
わ
ら
丸
の
２
等
船
室
に
、
幼
児
連
れ
家
族

用
の
専
用
室
（フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
）を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
利
用
開
始
日
】
５
月
11
日
（水
）東
京
発
便
よ
り
。 

 

【
利
用
資
格
】 

 
 

６
歳
未
満
の
幼
児
お
よ
び
そ
の
家
族
（
同
行
の

知
人
、
友
人
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。） 

 

【
利
用
方
法
】 

 

○
乗
船
の
際
、
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

○
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
順
で
定

員
に
な
り
し
だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

 

○
多
客
時
お
よ
び
団
体
利
用
の
多
い
便
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
乗
船
当
日
に
窓
口
ま
た

は
乗
船
口
で
確
認
く
だ
さ
い
。）。 

 

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
は
現
お
が
さ
わ
ら
丸
に
限

り
設
置
さ
れ
ま
す
（
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
後
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。）。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

生
活
資
金 

住
宅
資
金 

商
工
業
資
金 

漁
業
資
金 

農
業
資
金 

資

金

名 

 
 

１
・
６
％ 

 
 

３
・
０
％ 

 
 

１
・
６
５
％ 

 
 

１
・
５
％ 

 
 

１
・
５
％ 

変
更
後
の
利
率 
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は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
運
航 

 
は
は
じ
ま
丸
は
５
月
23
日
（月
）か
ら
６
月
13
日

（月
）ま
で
の
間
、
中
間
検
査
の
た
め
に
ド
ッ
ク
に
入

渠
し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸
（４

６
９
ト
ン
、
定
員
90
名
）を
運
航
し
ま
す
。 

な
お
、
父
島
～
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 

父
島
代
理
店 

 
２
―
２
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
代
理
店 

 

３
―
２
３
３
１ 

 

６
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

６
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、

原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改

訂
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
０
１
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

４
０
１
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
０
１
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

小
人 

２
０
１
０
円
（
＋
１
２
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
２
２
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

小
人 

２
６
１
０
円
（
＋
１
５
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
３
５
４
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
２
等
品
》
７
８
３
２
円
（
＋
２
７
２
円
） 

《
３
等
品
》
７
３
１
０
円
（
＋
２
５
４
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
３
７
円
（
＋
29
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
３
１
円
（
＋
22
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

                                       

                                       

                                       

地地産産地地消消ののすすすすめめ  
 

★島の料理を教えてください★ 
 

「昔から伝わるおいしい島の料理がある。」とよく耳 

にします。 

しかし、今はなかなか口にすることはできませんし、 

どんなメニューがあって、どうやって作るのかも知ら 

ない人が多くなっています。 

小笠原の食文化をこのまま絶やしてしまうのは非常 

に残念です。 

口づてでも構いませんので、島の料理を教えてくだ 

さい。お電話いただければ、こちらからお伺いします。 

皆さんの自慢の島料理を教えてください。 
 

◆カメ肉じゃが◆ 
 

 新ガメ・新じゃがの季節に“カメ肉じゃが”はいかが？ 

《材料》４～５人前 

Ａ：煮込用カメ肉 ５００ｇ 

Ｂ：島じゃがいも ７～８個 

Ｃ：塩 ３５ｇ 

Ｄ：コショウ 少  々

Ｅ：万能ねぎ 少  々

《つくり方》 

① カメ肉を鍋に入れ、ふたをして弱火で30分蒸し煮する。

② ①にジャガイモと塩を入れ、さらに弱火で 30 分蒸し煮

する。（途中で何回かよくかき混ぜる。） 

③ お好みでコショウ、万能ねぎを加える。 出来上がり！

◆島ミディトマトのシロップ煮◆ 
 

 とっても簡単！ トマトがデザートに早変わり！！ 

《材料》 

 Ａ：ミディトマト １０個 

 Ｂ：水 ３００㏄ 

 Ｃ：砂糖 １００ｇ 

《つくり方》 

① トマトを熱湯にくぐらせ湯むきする。 

② Bの水を鍋に入れて沸かし、砂糖を溶かしてシロップ 

を作る。 

③ ボールに①のトマトを入れ、シロップをかける。 

④ ボールにガーゼをかけて蒸し器にいれ、強火で２５分 

くらい蒸す。 

⑤ 火をとめ、冷めたら冷蔵庫で冷やす。 出来上がり！ 

◆揚げだし島ミディトマト◆ 
 

 トマトを揚げる？ 新発想の和風トマト料理 

《材料》 

Ａ：ミディトマト ５個  Ｂ：だし汁（かつお）２４０㏄ 

Ｃ：しょうゆ ６０㏄   Ｄ：みりん ６０㏄ 

Ｅ：片栗粉 適量     Ｆ：大根おろし １／４本分 

Ｇ：おろししょうが 少  々  Ｈ：揚げ油 適量 

《つくり方》 

① 鍋に入れ、Ｂ・Ｃ・Ｄを合わせて火にかけ、ひと煮立ち 

  したら火を止め置いておく。 

② トマトを熱湯にくぐらせ湯むきをして、軽く水分を拭い 

  ておく。 

③ ②のトマトに片栗粉をまぶし、１６０℃くらいの油で揚 

げる。※高温で揚げるとトマトが破裂するので注意！ 

④ 衣にうっすらと色が付いたら取り出し、油を切る。 

⑤ 皿に④のトマトを盛り付け、①のだし汁をかける。 

⑥ 大根おろし、しょうがを乗せる。 出来上がり！ 
 

お好みで白髪ねぎや万能ねぎなどを飾るとgood！ 

かつおだしは市販の顆粒でもＯＫ．水１カップに対して、顆粒

だし小さじ１を目安にしてください。 

●問合せ先  

地産地消推進会議（村役場総務課内） ２－３１１１ 
 

「地産池消会議」は小笠原島漁業協同組合、東京島しょ農業協同組合小笠原父島支店、

小笠原村商工会、小笠原村観光協会、小笠原村役場で組織しています。 

◆5月の島食材のご紹介◆ 
【この時期採れる野菜・果物】 

  トマト（5 月中旬まで）、じゃがいも、いんげん、パッ

ションフルーツ、青パパイヤなど 

【この時期水揚げされる魚】 

  マグロ（メバチ、キハダ）、メカジキ、サワラ、レンコ

ダイ、オナガダイ、アカムツ、サクラダイ、カツオなど 

※今号から、島の食材を使ったレシピを毎号紹介していきます。

おいしいものばかりですので、ご家庭でぜひお試しください。

今回は、初回ということで、ドーンと３品もご紹介！ 

（レシピ提供：美味しい会） 
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テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

 
 

皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
地
上
波
放

送
は
、
民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
、
本
土
電
波
を

小
笠
原
村
で
受
信
し
、
村
内
向
け
に
再
送
信
す
る
と

い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
平
成
８
年
４
月
よ
り

本
土
の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（左
図
参
照
）。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
、

放
送
事
業
者
、
小
笠
原
村
（村
民
を
含
む
）で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
一

般
世
帯
の
場
合
、
月
々
３
千
円
の
利
用
料
の
ご
負
担

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
必
ず

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
組
合
員
と
し
て

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
受
付
場
所
】 

○
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 

○
村
役
場
母
島
支
所 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５ 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

  

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
締
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

自
慢
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
応
募
方
法
】 

応
募
用
紙
と
作
品
を
小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口 

 

 

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
（応
募
用
紙
は
観
光
協
会
で

配
付
し
て
い
ま
す
。）。 

 

【
応
募
期
限
】
５
月
31
日
（火
） 

 

【
賞
品
】 

金
賞
賞
金
５
万
円 

副
賞 

お
が
さ
わ
ら
丸
２
等
往
復
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト 

 
●
申
込
み
・
問
合
せ
先 
 

 
 

小
笠
原
村
観
光
協
会 
 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

盆
踊
り
大
会
・
花
火
大
会
日
程 

  

小
笠
原
の
夏
の
風
物
詩
、
盆
踊
り
大
会
お
よ
び
花

火
大
会
は
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 
 

【
盆
踊
り
大
会
】 

８
月
11
日
（木
）、
12
日
（金
）、
13
日
（土
） 

 

【
花
火
大
会
】 

 
 

８
月
11
日
（木
）
※
荒
天
の
場
合
は
12
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

    

 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

今
月
は
、
小
児
科
専
門
医
師
が
来
島
し
ま
す
。
対

象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
26
日
（木
）
午
後
３
時
～
５
時 

（
受
付
時
間 

３
時
～
３
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
28
日
（土
） 

午
前
の
部 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

（
受
付
時
間 

８
時
30
分
～
10
時
30
分
） 

午
後
の
部 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

（
受
付
時
間 

１
時
30
分
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療 

 
【
眼
科
（北
里
大
学
病
院
）】 

 
《
母
島
》 
５
月
６
日
（金
）
午
前
・
午
後 
７
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
父
島
》 

５
月
10
日
（火
）
午
前
・
午
後 

11
日
（水
）
午
前
・
午
後 

12
日
（木
）
午
前
・
午
後 

13
日
（金
）
午
前 

《
受
付
時
間
》 

 
 

○
午
前 

午
前
８
時
（母
島
は
８
時
30
分
） 

～
11
時 

 
 

○
午
後 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 《
注
意
事
項
》 

○
今
秋
、
白
内
障
手
術
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

【
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
）】 

《
母
島
》 

５
月
20
日
（金
）
午
前
（※
）・
午
後 

21
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 

《
父
島
》 

５
月
24
日
（火
）
午
前
・
午
後 

25
日
（水
）
午
前
・
午
後 

26
日
（木
）
午
前
・
午
後 

27
日
（金
）
午
前
（※
）・
午
後 

 
 

（※
）は
学
校
健
診
を
一
部
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

《
受
付
時
間
》 

○
午
前 

午
前
８
時
（母
島
は
８
時
30
分
） 

～
11
時 

○
午
後 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

【
小
児
科
（昭
和
大
学
病
院
）】 

《
母
島
》
５
月
27
日
（金
）
午
前 

 

《
父
島
》
５
月
27
日
（金
）
午
後 

 

《
受
付
時
間
》 

 
 

○
母
島 

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

 
 

○
父
島 

午
後
３
時
～
４
時
30
分 

 
 

※
受
付
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
場
所
】 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 



  NO．497    平成 17（2005）年 5月 1日（日）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

  

診
療
所
（父
島
・母
島
）で
は
、毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
一
般
外
来
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

 

５
月
４
日
（水
）は
祝
日
の
た
め
休
診
し
、
５
月
２

日
（月
）の
午
後
に
一
般
外
来
を
受
け
付
け
ま
す
。 

 

【
受
付
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 
２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

肝
臓
病
専
門
医
巡
回
相
談 

 

肝
臓
病
専
門
医
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

昨
年
の
住
民
健
診
で
肝
臓
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け

た
方
な
ど
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
５
月
18
日
（水
）
ま

で
に
保
健
所
へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
17
日
（金
） 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
18
日
（土
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

保
健
所
保
健
師 

 

２
―
２
９
５
１ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
と
航
空
路
に
つ
い
て
」
② 

 

前
回
ご
説
明
し
た
と
お
り
、
航
空
路
に
つ
い
て
は
、

小
笠
原
が
世
界
遺
産
の
候
補
地
と
な
る
以
前
か
ら
、

自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
や
空
港
建
設
費
用
の
問
題

に
よ
り
、
二
転
三
転
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
東
京
都
が
平
成
13
年
11
月
に
時
雨
山

周
辺
域
で
の
空
港
建
設
案
を
撤
回
し
て
以
降
、
現
在

ま
で
、
ど
の
よ
う
な
航
空
路
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
検
討
の
基
本
的
考
え
方
】 

東
京
都
で
は
、
費
用
・
環
境
・
技
術
面
か
ら
新

た
な
航
空
路
案
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
既
存
施

設
（硫
黄
島
の
滑
走
路
等
）の
利
用
な
ど
も
含
め
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
機

を
主
体
と
し
た
航
空
機
の
技
術
開
発
の
動
向
を
踏

ま
え
、
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

【
具
体
的
な
検
討
内
容
】 

東
京
都
で
は
、
現
在
、
次
の
４
つ
の
案
を
軸
と

し
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
硫
黄
島
活
用
案
》 

硫
黄
島
の
自
衛
隊
滑
走
路
を
官
民
共
用
化
し
た

う
え
で
活
用
し
、
東
京
（羽
田
）～
硫
黄
島
～
小
笠

原
路
線
を
設
定
す
る
案
で
す
。
東
京
～
硫
黄
島
間

は
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
、
硫
黄
島
～
小
笠
原
間
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
、
東
京
（羽
田
）～
小
笠

原
間
の
所
要
時
間
は
約
４
時
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
側
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
場
所
は
洲
崎
地

区
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
水
上
航
空
機
案
》 

現
在
、
急
患
の
搬
送
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

水
上
飛
行
艇
を
旅
客
用
に
転
用
す
る
案
で
す
。
東

京
（羽
田
）～
小
笠
原
間
の
所
要
時
間
は
約
３
時
間

と
な
り
ま
す
。 

父
島
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
区
域
と
し
て
は
洲
崎
地

区
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
洲
崎
地
区
活
用
案
》 

父
島
の
洲
崎
地
区
に
９
０
０
ｍ
程
度
の
滑
走
路

を
持
つ
空
港
を
建
設
す
る
案
で
す
。
双
発
の
小
型

プ
ロ
ペ
ラ
機
を
就
航
さ
せ
、
東
京
（羽
田
）～
小
笠

原
間
の
所
要
時
間
は
約
３
時
間
と
な
り
ま
す
。 

 

《
聟
島
案
》 

聟
島
列
島
の
聟
島
に
１
５
０
０
ｍ
程
度
の
滑
走

路
を
持
つ
空
港
を
建
設
す
る
案
で
す
。
東
京
（羽

田
）～
聟
島
間
は
中
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
利
用
し
、
聟

島
～
父
島
間
は
高
速
艇
を
就
航
さ
せ
、
東
京
（羽

田
）の
所
要
時
間
は
約
３
時
間
半
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
現
在
検
討
中
の
４
案
に
お
け
る
国
立
公
園

の
指
定
状
況
は
、父
島
の
洲
崎
地
区
が
公
園
区
域
外
、

聟
島
が
第
二
種
特
別
地
域
お
よ
び
特
別
保
護
地
区
と

な
っ
て
い
ま
す
（航
空
機
の
運
航
に
あ
た
っ
て
、そ
の

他
の
地
域
に
障
害
地
形
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
推
進
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
10 

「
激
や
せ
し
た
子
イ
ル
カ
」 

                  

「最
近
、
異
常
に
痩
せ
て
い
る
子
供
の
イ
ル
カ
を
見

か
け
る
け
ど
、
ど
う
し
た
の
か
？
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。 

激
や
せ
し
て
い
る
イ
ル
カ
は
私
た
ち
イ
ル
カ
調
査

隊
が
「
＃
82
」
と
い
う
個
体
識
別
番
号
を
つ
け
て
い

る
約
１
才
半
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
で
す
。
こ

の
激
や
せ
イ
ル
カ
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
ザ
ッ
ク
と
い
う
メ
ス
の
イ
ル
カ
（
昨
年
10
月
号
の

村
民
だ
よ
り
参
照
）と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
の
で
、

ザ
ッ
ク
の
子
供
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
12
月
末
の
イ
ル
カ
調
査
隊
の
調
査
で
は
、
外

形
の
異
常
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２

月
ご
ろ
か
ら
「
＃
82
が
痩
せ
て
い
る
の
で
は
？
」
と

い
う
情
報
が
イ
ル
カ
調
査
隊
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
り
、
３
月
19
日
の
調
査
で
激
や
せ
し
て
い
る
＃

82
を
発
見
し
ま
し
た
。
発
見
し
た
調
査
員
は
「
母
親

と
一
緒
に
泳
い
で
い
る
の
が
精
一
杯
な
様
子
。
大
き

な
外
傷
や
ロ
ー
プ
等
の
か
ら
み
も
な
く
、
栄
養
失
調

の
よ
う
な
状
態
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
調
査
で
＃
82
を
確
認
し
た
の
は
４
月

１
日
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
９
日
に
も
生

存
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
７

日
後
の
４
月
16
日
、
水
中
映
像
の
情
報
提
供
に
よ
り

ザ
ッ
ク
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
１
年
半
ず

っ
と
ザ
ッ
ク
に
寄
り
添
っ
て
泳
い
で
い
た
＃
82
の

姿
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ザ
ッ
ク
と
一
緒
に
い
た

10
数
頭
の
群
れ
の
中
に
も
＃
82
の
姿
を
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

激
や
せ
し
た
＃
82
は
船
上
か
ら
で
も
簡
単
に
確

認
で
き
る
の
で
、
発
見
し
た
方
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ど
こ
か
で
元
気
に
生
き
て
い

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

 

第
36
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
裏
方
体
験
」 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
室
内
型
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
次
の
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
オ
ン
・ザ
・ジ
ョ

ブ
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
形
式
で
手
伝
う
こ
と
を
今
月
の
勉
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強
会
と
し
ま
す
。
裏
方
体
験
を
通
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
展
開
方
法
な
ど
を
考
え
な
が
ら
一
緒
に
ナ
イ
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
な
る
べ
く
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
５
月
３
日
（火
）、
６
日
（金
） 

午
前
６
時
30
分
～
９
時 

※
雨
荒
天
中
止 

 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
の
夕
方
に
無
料
の
ク
ジ
ラ

観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博

士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し
い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご

案
内
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】 

５
月
２
日
（月
）、
５
日
（木
）、
８
日
（日
） 

（
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
） 

午
後
４
時
～
５
時 

 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台 

 

【
持
ち
物
】
双
眼
鏡
（持
っ
て
い
れ
ば
）、
防
寒
着 

※
双
眼
鏡
は
当
協
会
で
レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
す
。 

（
１
日 

３
０
０
円
）。 

 

ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
「
ク
ジ
ラ
は
な
ぜ
跳
ぶ
の
か
？
」 

 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】 

５
月
３
日
（火
）、
６
日
（金
） 

（お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
翌
日
） 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代 

村
民
・
会
員
は
無
料
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
」
の
連
載
と 

「
小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て 

 

２
０
０
１
年
か
ら
連
載
し
て
き
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
す
す
め
」
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

委
員
会
の
発
展
的
解
散
の
た
め
、
連
載
を
一
時
お
休

み
し
ま
す
。
今
後
は
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
が
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
を
担
っ
て
い

き
ま
す
。 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
の
構
成
団

体
も
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の
中
で
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
で
は
村

内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
係
す
る
ル
ー
ル
を
ま
と

め
た
小
冊
子
、
「小
笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
（平
成
17
年

度
版
）」
を
作
り
ま
し
た
。 

旅
行
者
向
け
の
内
容
で
す
が
、
村
民
の
方
で
ご
希

望
の
方
は
、
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
、
母
島
観
光
協
会
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
47  

 

― 

シ
ャ
チ
に
よ
る
傷
跡 

― 
 

研
究
者
の

Steiger et al(2001)

に
よ
り
、
北

太
平
洋
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
16
箇
所
の
餌
場
と
繁

殖
場
で
撮
影
さ
れ
た
３
６
５
０
枚
の
尾
ビ
レ
の
写
真

を
用
い
て
、シ
ャ
チ
に
よ
る
傷
跡
（３
本
以
上
の
平
行

線
）の
発
生
率
の
地
域
差
が
比
較
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
、
小
笠
原
の
３
６
０
枚
、
沖
縄
の
88
枚
の

写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
発
生
率
の
地
域
差

は
、
各
海
域
で
の
シ
ャ
チ
の
数
の
多
い
少
な
い
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
北
太
平
洋
全
体
の

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
毎
年
同
じ
海
域
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。 

こ
の
研
究
の
結
果
、
地
域
に
よ
り
そ
の
発
生
率
の

差
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
チ
の
傷
が
一
番

多
い
の
は
、
メ
キ
シ
コ
周
辺
で
、
一
番
少
な
い
の
は

小
笠
原
や
沖
縄
周
辺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

シ
ャ
チ
の
傷
が
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た

小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
た
ち
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
そ
の

傷
が
目
立
つ
ク
ジ
ラ
が
い
ま
す
。
こ
の
ク
ジ
ラ
は
、

尾
ビ
レ
の
左
側
が
大
き 

く
巻
き
込
ん
で
い
る
た 

め
海
上
で
も
見
分
け
や 

す
く
、
カ
ー
ル
と
名
付 

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

カ
ー
ル
は
、
オ
ス
で
、 

父
島
や
母
島
で
ほ
ぼ
毎 

年
観
察
さ
れ
て
い
ま
す 

が
、
小
笠
原
で
は
じ
め 

て
識
別
さ
れ
た
１
９
９ 

４
年
以
来
、
シ
ャ
チ
に 

よ
る
傷
は
増
え
て
い
ま 

せ
ん
。 

 

【
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
！ 

白
い
ク
ジ
ラ
？
】 

４
月
17
日
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
母
島
さ
ん
よ
り
、
母
島

の
長
浜
沖
で
、
傷
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
の
よ
う
に
、

背
中
全
体
が
白
っ
ぽ
い
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ジ
ラ
は
、
前
日
の
16
日
に

も
、
秀
洋
丸
さ
ん
に
よ
り
姉
島
の
南
で
見
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
両
日
と
も
に
息
継
ぎ
の
間
隔
も
短
く
、
ゆ

っ
く
り
泳
い
で
い
た
ら
し
く
、
弱
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
も
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
な
ぜ
白
い
の
か
、

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
後
、
母
島
で
の
18
日
の
捜
索
で
は
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
小
笠
原
周
辺
で
見
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
し
き
ク
ジ
ラ
を
見

か
ま
し
た
ら
、
ク
ラ
ブ
ノ
ア
母
島
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

             

【
ウ
ミ
ガ
メ
博
士
来
島
】 

４
月
15
日
～
18
日
ま
で
、
ハ
ワ
イ
を
中
心
と
し

た
太
平
洋
の
島
々
で
35
年
間
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
研

究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
博
士
が
来
島
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
小
笠
原
は
、
長
い
間
ウ
ミ
ガ
メ
漁

を
継
続
し
な
が
ら
も
、
そ
の
生
態
を
調
べ
、
資
源
を

枯
渇
さ
せ
る
こ
と
な
く
保
護
管
理
し
て
い
る
世
界
で

も
稀
な
と
こ
ろ
と
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
資
源
利
用
の
方
法
は
、
近
い
将
来
、
起

こ
り
う
る
ハ
ワ
イ
先
住
民
の
ウ
ミ
ガ
メ
漁
復
活
に
関

す
る
対
応
策
へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
 

背中全体が白いクジラ 
写真提供：クラブノア母島 金子睦美さん 

ジョージ・バラージュ博士 
 

米国海洋漁業局 

太平洋諸島漁業科学センター 

ウミガメ研究プログラムリーダー 

（ハワイ在住） 

カール（０-577） 
発見年 ’94、’94、’94、’94 
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今今月月号号でではは、、新新年年度度にに入入っっててかからら村村がが実実施施ししてていいるる観観光光振振興興にに係係るるささままざざままなな取取りり組組みみににつついいててごご紹紹介介ししまますす。。  

  

  

４月１日～３日の間、池袋サンシャインシティコンベンションセンターにおいて「第13回マリンダイ

ビングフェア／海と島のたびフェア2005」が開催されました。小笠原ブースにおいては、ダイビングの

PRとあわせて「SUPER LINER OGASAWARA」（以下、TSL）の200分の１模型や船内構造が一目

でわかる特大パネルを展示するなどして TSL の PR を行ったほか、会場内に設けられた特設ステージに

おいて、CGによるTSLプロモーションビデオを上映するなど、TSLによって小笠原がより身近になる 

ことをアピールしました。来場者全体（約４万7000人）の8割がダイバーということもあり、小笠原や 

TSLに対する関心は非常に高く、就航時期、所要時間などに関する質問が多く寄せられました。用意した 

チラシも最終日の午後には無くなってしまう盛況ぶりでした。 

  

  

 

集客宣伝事業の一環として、4月1日よりエコツーリズムおよびTSL就航をテーマにし 

た小笠原キャンペーンサイトを開設しています。小笠原の自然など日々の情報、島内外での 

イベント情報などを発信していきます。【http://ogasawara.mqp.jp/】 

 

 

 

4月22日～24日の間、幕張メッセにおいて「旅フェア2005」が開催され、村

からも小笠原ブースを出展しました。小笠原ブースでは、小笠原の観光情報やグリー

ンぺぺの実物を展示するなど、来場者に小笠原の魅力を存分に味わってもらうととも

に、「SUPER LINER OGASAWARA」の200分の１の模型を展示するなどして、

新船就航の告知・PRを行いました。「旅フェア2005」には、3日間で21万人強 

の来場者が訪れ、小笠原ブースでは、用意したパンフレット類１万3000部余りが 

最終日の午後早い時間に無くなるなど、昨年に引き続き大盛況でした。                         

  

  

小笠原がエコツーリズムを推進するにあたって、そのための基本的事項について全

村的に協議し、合意形成を図っていく機関として、小笠原エコツーリズム協議会が４

月16日に発足しました。また、村民はじめ関係者にエコツーリズムに対する意識を

高め、理解を深めてもらうためのシンポジウムも開催しました。（詳しくは１ページを

ご覧ください。） 

 

  

                                      

  

  

  

      

                                          右右舷舷推推進進機機関関岸岸壁壁係係留留運運転転中中    デデッッキキククレレーーンン作作動動試試験験          船船内内レレスストトラランン                  船船内内通通路路                    
 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．９９９   

☆ 小笠原エコツーリズム協議会の発足 

◇ 「SUPER LINER OGASAWARA」最新建造風景 

4月20日現在の様子です。

推進機関は既に搭載されて

いるようです。 

☆ 旅フェア２００５への出展 

利用と保全のバランスをとっていく

んじゃな。どの辺りでバランスをと

るかは、ワシらが自分たちで決める

ということじゃ。 

私も自己紹介してきました。

☆ マリンダイビングフェアへの出展 

☆ 小笠原エコツーリズムキャンペーンサイトの開設 
ジャンケン大会では小笠原ブース

前に人だかりができていたよ。 

みんなもア

クセスして

みてね。 



出港日

母島巡回労働相談

網・わな猟免許試験

診療所午後外来実施 小笠原高校コンピュータ講座申込締切

くじらの陸上観察会（,5,8）

こどもまつり（父島） 肝臓専門医巡回相談申込締切

子供の日の集い（母島）

OWAインタープリター養成講座（,6）

ナイトレクチャー（,6） 入港日

2005小笠原ヨットレース スタート（父島） 東京都心身障害者福祉センター

巡回相談（父島 ～20）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～21）

眼科専門診療（母島 ～7） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

小型船舶免許更新講習申込締切（母島）

東京都心身障害者福祉センター

高校図書館開放（14:00～16:30） 巡回相談（母島）

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

硫黄島訪島事業参加者募集（～13） 母島小中学校運動会

東京島嶼青年大会申込締切

パッション・フルーツ祭募集

・元気な島っ子は誰だコンテスト（～6/11）

・パッション娘・Mrパッションコンテスト（～31） 耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～27）

・飲食店（～20）

・ボランティア（～6/11）

眼科専門診療（父島 ～13）

小型船舶免許更新講習申込締切（父島）

入港日

村民意見・提案・相談受付窓口開設 乳幼児健診・歯科健診（母島）

網・わな猟免許試験申込締切

小児科専門診療

入港日 父島動物巡回診療申込締切

定期予防接種（三種混合、麻疹、

風疹、日本脳炎、BCG） 乳幼児健診・歯科健診（父島）

高校図書館開放（14:00～16:30）

街並み景観を考える会

小型船舶免許更新講習（母島） 出港日

小型船舶免許更新講習（父島）

高校図書館開放（14:00～16:30）

自動車税・軽自動車税納期限

出港日 くじらフェスタフォトコンテスト応募締切

2

19

22

20

11 水

8 日

火10

木26

水

17

23

25

月

21

金

30

31 火

27 金

月

29 日

28 土

7 土

4 水

5 木

日付 曜日 行　事　予　定

6 金

月

3 火

1 日

行　事　予　定日付 曜日

日

火

土

木

15 日

14

9 月

13

土

金

12 木

24 火

16 月

18 水

入・出港日

入・出港日

入・出港日

憲法記念日

こどもの日

国民の休日


